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◎広報ぬまづ・館内ポスター・チラシ等もあわせてご覧ください
◎駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください

図

おいしいものを主題にした絵本の展示や、児童書の中のお菓子の出てくる場面の紹介 (訳文・原文）と、
レシピ、写真本の展示などを行います。

Ｎｏ.100

２０１8年 夏号
(平成30年7月15日 発行)

「YouTuberになりたい！
そんな気持ちを大切にするための
子ども時代からのインターネットとの
向き合い方」

「みーつけた！ ～本･絵本の中のおいしいものたち～」

★「おいしい絵本であそぼう』
（工作、人形劇など）

★おはなしのへや（読み聞かせ）
★ページランド（おすすめ本コーナー）
★クイズラリー
★折り紙コーナー

おはなし会（読み聞かせ）もあります！
展示で紹介する絵本の読み聞かせなどを行います

日時 ８月７日(火)  ＜１回目＞１１ :００～1２ :００ 会場 ４階 第３講座室
＜２回目＞１４ :００～１５ :００

Facebook

情報配信中

沼津市立図書館

＠NumazuTosyo

期 間 ７月１１日(水)～８月１９日(日) ※７月２３日・３０日、８月１日・６日・１３日は休館

会 場 ４階 展示ホール 共 催 ぬまづ子どもの本を学ぶ会

日 時 ８月２日(木)    ９ :３０～１４ :３０

会 場 ４階 フロア

共 催 ぬまづ子どもの本を学ぶ会

★「けろころぱん」による人形劇
１１ :３０～（上映時間 ２０分程度）

日 時 ７月２９日(日)
１３ :３０～１５ :００

会 場 ４階 視聴覚ホール
対 象 小学生 （保護者同伴）
定 員 ２００人（先着順）
持ち物 スマートフォン

（講座内でインターネット検索に使用）
申し込み ７月１０日(火)  ９ :３０～

電話又は図書館カウンターにて受付

申込み不要

要申込み

申込み不要

講 師 中條 武（ちゅうじょう たけし）氏
（東京大学在学、

YouTuberAcademy講師）



２階一般 （933／ヤン）

３階ＡＶ

DVD『わたしを離さないで』（130）

ＣＤ 『ナンバーワン

ムービー・ヒッツ』（933.7）

思い出の1980年代から最新2010年代までの、

心に残る大ヒット映画主題歌・テーマ曲を厳選
した作品。

デイヴィッド ヤング／著

北野 寿美枝／訳

早川書房(2018.5)

1975年2月、東ベルリン。東西を隔てる<壁>に

接した墓地で、少女の死体が発見されました。

捜査を命じられた女性刑事ミュラーは、知らぬうちに

国家の闇に迫っていき…。社会主義国家での難事件を

描いた、歴史ミステリの傑作。

マーク・ロマネク／監督

カズオ・イシグロ／原作

20世紀フォックスホームエンター

テイメントジャパン(2011.10)

１階一般 （481.7）

マイケル・ジアッキーノ／[ほか演奏]

Sony Music Labels(2016.1)

『影の子』

１階児童 （486）

『昆虫の体重測定』
吉谷 昭憲／文・絵

福音館書店(2018.6)

昆虫の「重さ」ってどのくらいでしょう。６０種以上の

昆虫の体重を、電子天びんという精密なはかりで調べて

みました。

例えば、テントウムシは、実は身近な「あるモノ」と

同じ重さだと分かりました。

さて、答えは？ 読んで確認してみましょう。

命を提供するために彼らは生まれた

―あまりにも儚く、切なすぎる運命を描いた

衝撃作品。

２階郷土 （K720）

『禅のこころを描く白隠』

社会諷刺、画中画のトリック、駄洒落に方便、「心」

のビジュアル化。

「言葉や文字であらわせぬ真理」を書画に示した

江戸時代の傑僧・白隠慧鶴の作品群に、美術史家、

宗教史家、書家、漫画家、翻訳家らが向き合い、

大いに語ります。

芳澤 勝弘

山下 裕二

石川 九楊ほか／著

新潮社(2018.3)

『動物たちのすごいワザを

物理で解く』
マティン・ドラーニ／著 リズ・カローガー／著

吉田 三知世／訳

インターシフト 合同出版(2018.4)

動物たちが生き抜くために利用している物理の

仕組みを熱や光などのカテゴリに分けて紹介。

動物の行動を擬人化する解説が多く、想像すると

思わず笑ってしまう文章がポイントです。

３階ＡＶ

１階一般 （913.６）

『食堂メッシタ』 山口 恵以子／著

角川春樹事務所(2018.4)

主人公「満希」が、１人で切り盛りするイタリアンの

小さなお店。

厳しい料理人の世界の描写と、料理が目の前に

差し出されているようなライブ感！

こんなお店に通ってみたい。

実話に基づいたお話です。



　獅子浜は、北は馬込に接し、鷲頭山の南西に位置している。

『駿河
す る が

記
き

』には「里人云往昔の宍人
ししびと

郷
ごう

なりと。又云、日本武尊東征の御時、上総
か ず さ

の海にて橘
たちばな

比美
ひめ

入水し給ふ。

其屍漂流してこの濱による。依而宍人と云。後世宍濱と改と云。昔當否を不
  し　　ら　　ず

a知」と記され、宍人から宍濱となり、

後に獅子浜と字が当てられたという。

　また『駿河国正
しょうぜいちょう

税帳』（正倉院文書）には宍人部身麻呂の名があり、宍人部（獣肉を調理する職業集団）の居住地域

であったので宍人郷とよばれ、また海浜にあったところから宍浜となり、後に獅子浜といわれるようになったともいう。

*橘比美…日本武尊の妃、弟橘媛（おとたちばなひめ）。

　江の浦の地名は、海の入り込んだ入り江ということから付けられたと考えられている。

弘治
こ う じ

３年（1557）「葛山氏
かつらやまうじもとはんもつ

元判物」（久住
く す み

文書）に「口之郷之内江浦へ着岸伊勢
い せ

船之儀」とあり、江の浦は、伊勢船が

着岸するほどの良港であったことがうかがわれる。

　多比は、江の浦湾の南面に位置している。

『修訂駿河国新風土記』、『駿河記』などには多肥村、『天保郷帳』、『旧高旧領取調帳』などには多比村と記され、

他に多美、田飛とも記されている。

　夜明けや夕暮れに漁の合図に手火
た ひ

（松明）を用いていたからとも、肥は魚肥を意味して多肥となったともいわれるが、

地名の由来については、はっきりしていない。

　口野は、江の浦湾に面し、湾の最も入り込んだ場所に位置している。

　口は入り口を意味し、野は原・野原など土地を示す語であることから、駿河国から伊豆国への入り口の土地という意味

で口野と付けたといわれている。

　なお多比と口野の地名は、天文21年（1552）「葛山氏元判物」（獅子浜植松文書）に、「口野之内尾高村事」、「多比村

同前二可相計」と書かれているのが初見である。

　獅子浜・江の浦・多比・口野は、江戸時代の当初は幕府直轄領であった。安永６年（1777）沼津藩成立に伴い同藩領と

なり、慶応４年（1868）駿府藩領となった。

♦ 『静岡県史料　１輯』静岡県 1932 ♦ 『沼津・三島・清水町 町名の由来』辻 真澄/著　静岡新聞社  1992

♦ 『角川日本地名大辞典 22 静岡県』角川書店  1988 ♦ 『日本歴史地名大系 22 静岡県の地名』平凡社  2000

市内には15の地区センター図書室があります。今回はそのなかの1つ、原地区センター図書室を紹介します。

小さなお子さんを連れたお母さんを中心に
よく利用されていると思います。
そんなお母さん方と親しくなると
お子さんの成長が楽しみです。

また、自分の子どもが大好きだった絵本が
いまだに借りられると、なつかしいような

☆開館日・開館時間☆ うれしい気持ちになります。

火～日曜日：9：30～16：30

☆休館日☆ 郷土出身の鈴木英治さんの

月曜日・祝日の翌日 文庫のコーナーは
※詳しくは各地区センターにお問合せください。 担当：岡本さん 大人の方に大変よろこばれています。
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― 参考文献  ―



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

29 30 31 26 27 28 29 30 31 23

30

24 25 26 27 28 29

７月 ８月 ９月

＝休館日開館時間 ＝祝日（開館しています）

毎年恒例の人気行事、「夏休み図書館子ども探検隊」の募集をしています。

図書の貸出・返却だけでなく、本にバーコードを貼ったり、ブックポストの整理、紙芝居の実演など

ふだん触れることのない図書館の“裏側”を探検してみませんか？

（申し込む方の）

郵便番号

住所

氏名

夏休み図書館子ども探検隊

希望

郵便番号 住所

氏名（ふりがな） 性別

電話番号

保護者氏名

学校名･学年

第１希望日

第２希望日

第３希望日

返信おもて 往信うら

〒４１０－８５３３

沼津市三枚橋町

９－１

沼津市立図書館

ここには何も

書かないで

ください

往信おもて 返信うら

★詳細は、広報ぬまづ、チラシ、図書館ホームページ等をご覧ください

火･水･木

金

土･日･祝･振替休

・・・・・

・・・・・

・・・・・

９：３０～１８：３０

９：３０～２１：００

９：３０～１７：００

62

62

対象者 市内の４年生以上の小学生

実施日 ７月２４日（火）・２５日（水）・２６日（木）・３１日（火）

８月 ７日（火）・ ８日（水）・ ９日（木）・２１日（火）

人 数 各日６名程度 時 間 午前９時～１２時３０分

申込み 往復はがき（７月１１日 (水）消印有効）

※応募者多数の場合は抽選（初めての参加者優先）

カウンターで本の

貸出・返却処理、

読み聞かせなどの

体験をします

図書館カレンダー

「ぬまづ火曜上映会」のお知らせ 毎週火曜日１４時から、映画の上映会を開催します。
上映タイトル等、詳細は図書館HPをご覧ください。

「おはなしの会」
１階児童室 おはなしの部屋へ来てね！

あかずきんちゃん

毎月第３日

１４：００～

どなたでもどうぞ！

ちいさなおはなし会

毎週木

１０：３０～

０～３歳対象

読みメンのおはなし会

毎月第２日

１１：００～

どなたでもどうぞ！

グループあおむし

毎月第１土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

アンの部屋

毎月第２土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

ラディッシュ

毎月第３土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

おはなしふくろう

毎月第４土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

よるのおはなしかい

隔月第４金※例外有

１９：００～２０:００

どなたでもどうぞ！


